
診療報酬請求書等の様式改正 

［解説］ 

（１）様式第１（１）（第２条関係） 

【診療報酬明細書（医科・歯科 入院・入院外併用）】 

・「食事療養」欄の「日数」区分を「回数」区分に改めた 

（２）様式第２（１）（第２条関係） 

【診療報酬明細書（医科入院）】 

・○付き番号を数字のみの標記に改めた（例：⑳→２０） 

・「○13指導」欄を「１３医学管理」欄に改めた 

・「○97食事」欄を以下のように改めた 

基準  円× 日間  基準  円× 回 

  円× 日間  特別  円× 回 

  円× 日間  食堂  円× 日 

○97  

食 

事 

   

97 

食 

事 

  

（３）様式第２（２）（第２条関係） 

【診療報酬明細書（医科入院外）】 

・「○13指導」欄を「１３医学管理」欄に改めた 

（４）様式第６（第２条関係） 

【診療報酬請求書（医科・歯科）】 

［国民健康保険］［公費負担医療］ 

・「食事療養」欄の「日数」欄を「回数」欄に改めた 

［老人保健］ 

・以下のように改めた 

 件 数 診療実日数 点 数 一部負担金 件 数 回 数 金 額 標準負担額 

 
 

 

 療 養 の 給 付 食 事 療 養 

 件 数 診療実日数 点 数 一部負担金 件 数 回 数 金 額 標準負担額 

 

 



（５）様式第９（第２条関係） 

【診療報酬明細書（医科入院医療機関別包括評価用）】 

・「食事」欄を以下のように改めた 

基準  円× 日間  基準  円× 回 

  円× 日間  特別  円× 回 

  円× 日間  食堂  円× 日 

 

食 

事 

   

 

食 

事 

  

 

※１ この省令は、平成１８年４月１日から施行する。 

※２ この省令の施行の際、現にある改正前の様式による用紙については、

当分の間、これを取り繕って使用することができる。 

※３ 歯科、調剤は省略 
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6
　
指
定
知
的
障
害
者
更
生
施
設
は
、
第
三
項
の
費
用
の

　
額
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
あ
ら
か

　
じ
め
、
入
所
者
に
対
し
、
当
該
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
及
び

　
費
用
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、
入
所
者
の
同
意
を
得
な

　
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
十
六
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　
（
施
設
利
用
者
負
担
額
等
に
係
る
管
理
）

第
十
六
条
の
二
　
指
定
知
的
障
害
者
更
生
施
設
（
通
所
に

　
よ
る
指
定
施
設
支
援
を
提
供
す
る
場
合
を
除
く
。
以
下

　
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
入
所
者
（
通
所
に
よ
る

　
入
所
者
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
同

　
一
の
月
に
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
と
き

　
は
、
当
該
入
所
者
が
当
該
同
一
の
月
に
受
け
た
指
定
施

　
設
支
援
に
係
る
法
第
十
五
条
の
十
一
第
二
項
第
二
号
に

　
掲
げ
る
額
（
法
第
十
五
条
の
十
四
の
二
の
規
定
の
適
用

　
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
法
第
十
五
条
の
十
一
第
二

　
項
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
下
回
る
範
囲
内
に
お
い
て
市

　
町
村
長
が
定
め
た
額
）
及
び
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

　
に
要
し
た
費
用
（
障
害
者
自
立
支
援
法
第
二
十
九
条
第

　
一
項
に
規
定
す
る
特
定
費
用
を
除
く
。
）
の
額
か
ら
同
法

　
第
二
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
さ
れ
た
同
法

　
の
介
護
給
付
費
又
は
訓
練
等
給
付
費
の
額
を
控
除
し
た

　
額
の
合
計
額
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
施
設
利
用
者

　
負
担
額
等
合
計
額
」
と
い
う
。
）
を
算
定
し
な
け
れ
ば
な

　
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
施
設
利
用
者
負
担
額

　
等
合
計
額
が
高
額
施
設
訓
練
等
支
援
費
算
定
基
準
額

　
　
（
令
第
七
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
高
額
施
設
訓
練

　
等
支
援
費
算
定
基
準
額
を
い
う
。
）
を
超
え
る
と
き
は
、

　
指
定
知
的
障
害
者
更
生
施
設
は
、
当
該
指
定
障
害
福
祉

　
サ
ー
ビ
ス
の
状
況
を
確
認
の
上
、
当
該
施
設
利
用
者
負

　
担
額
等
合
計
額
を
市
町
村
に
報
告
す
る
と
と
も
に
、
入

　
所
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
　
指
定
知
的
障
害
者
更
生
施
設
（
通
所
に
よ
る
指
定
施

　
設
支
援
を
提
供
す
る
場
合
に
限
る
。
）
は
、
入
所
者
（
通

　
所
に
よ
る
入
所
者
に
限
る
。
）
か
ら
施
設
利
用
者
負
担
額

　
等
合
計
額
の
管
理
を
依
頼
さ
れ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、

　
正
当
な
理
由
な
く
、
拒
ん
で
は
な
ら
な
い
。

　
第
十
七
条
第
一
項
中
「
施
設
訓
練
等
支
援
費
」
の
下
に

　
「
又
は
特
定
入
所
者
食
費
等
給
付
費
」
を
加
え
、
同
条
第

二
項
中
「
前
条
第
二
項
」
を
「
第
十
六
条
第
二
項
」
に
改

め
る
。

第
十
八
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

4
　
指
定
知
的
障
害
者
更
生
施
設
は
、
指
定
施
設
支
援
の

　
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
入
所
者
又
は
他
の
入
所
者

　
等
の
生
命
又
は
身
体
を
保
護
す
る
た
め
緊
急
や
む
を
得

　
な
い
場
合
を
除
き
、
身
体
的
拘
束
そ
の
他
入
所
者
の
行

　
動
を
制
限
す
る
行
為
（
次
項
に
お
い
て
「
身
体
的
拘
束

　
等
」
と
い
う
。
）
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。

5
　
指
定
知
的
障
害
者
更
生
施
設
は
、
身
体
的
拘
束
等
を

　
行
う
場
合
に
は
、
そ
の
態
様
及
び
時
間
、
そ
の
際
の
入

　
所
者
の
心
身
の
状
況
並
び
に
緊
急
や
む
を
得
な
い
理
由

　
を
記
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
二
十
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
（
食
事
の
提
供
）

第
二
十
二
条
指
定
知
的
障
害
者
更
生
施
設
（
通
所
に
よ

　
る
指
定
施
設
支
援
を
提
供
す
る
場
合
を
除
く
。
）
は
、

　
当
な
理
由
な
く
、
食
事
の
提
供
を
拒
ん
で
は
な
ら
な
い
。

2
　
指
定
知
的
障
害
者
更
生
施
設
（
通
所
に
よ
る
指
定
施

　
設
支
援
を
提
供
す
る
場
合
に
限
る
。
）
は
、
食
事
の
提
供

　
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

3
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
食
事
の
提
供
に
つ
い
て
は
、

　
ら
か
じ
め
、
利
用
者
に
対
し
、
当
該
施
設
に
お
け
る
食

　
事
の
提
供
の
有
無
を
説
明
し
、
提
供
さ
れ
る
場
合
に
つ

　
い
て
は
、
そ
の
内
容
及
び
費
用
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、

　
利
用
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4
　
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
食
事
の
提
供
が

　
行
わ
れ
る
場
合
は
、
栄
養
並
び
に
入
所
者
の
身
体
の
状

　
　
　
　
し

　
況
及
ぴ
嗜
好
を
考
慮
し
た
も
の
と
す
る
と
と
も
に
、

　
切
な
時
間
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

5
　
調
理
は
あ
ら
か
じ
め
作
成
さ
れ
た
献
立
に
従
っ
て
行

　
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

6
　
栄
養
士
を
置
か
な
い
指
定
知
的
障
害
者
更
生
施
設
に

　
あ
っ
て
は
、
献
立
の
内
容
、
栄
養
価
の
算
定
及
び
調
理

　
の
方
法
に
つ
い
て
保
健
所
等
の
指
導
を
受
け
な
け
れ

　
な
ら
な
い
。

　
第
三
十
条
第
七
号
を
同
条
第
八
号
と
し
、
同
条
第
六
号

の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　
七
　
虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

　
第
三
十
三
条
中
「
立
て
て
お
く
と
と
も
に
」
を
「
立
て
、

非
常
災
害
時
の
関
係
機
関
へ
の
通
報
及
び
連
絡
体
制
を
整

備
し
、
そ
れ
ら
を
定
期
的
に
従
業
者
に
周
知
す
る
と
と
も

に
」
に
改
め
る
。
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「
法
第
十
五
条
の
五
第
一
項
に

　
　
　
　
　
　
を
「
指
定
障
害
福
祉

（
障
害
者
自
立
支
援
法
第
二
十
九
条
第

　
　
　
　
　
「
知
的
障
害
者
居
宅
生
活
支
援

「
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
者
」
に
改
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
入
所
者
の
人

　
　
　
　
　
　
　
責
任
者
を
設
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の

研
修
を
実
施
す
る
等
の
措
置
を
講
じ

　
、
　
指
定
特
定
知
的

消
火
設
備
そ
の
他
の
非

食
事
の
提
供
を
行
わ
な
い
施
設
に
あ
っ
て

　
、
　
指
定
特
定
知
的

消
火
設
備
そ
の
他
の
非

　
　
　
　
　
「
知
的
障
害
者
居
宅
生
活
支
援

「
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
者
」
に
改
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
入
所
者
の
人
権
の
擁

　
　
　
　
　
　
　
責
任
者
を
設
置
す
る
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
従
業
者

研
修
を
実
施
す
る
等
の
措
置
を
講
じ
る
よ
う

　
第
五
十
六
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

3
　
前
二
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
指
定
知
的
障
害

　
者
通
勤
寮
に
は
、
消
火
設
備
そ
の
他
の
非
常
災
害
に
際

　
し
て
必
要
な
設
備
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
五
十
七
条
第
一
項
中
「
又
は
そ
の
扶
養
義
務
者
」
を

削
り
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

2
　
指
定
知
的
障
害
者
通
勤
寮
は
、
法
定
代
理
受
領
を
行

　
わ
な
い
指
定
施
設
支
援
を
提
供
し
た
際
は
、
当
該
提
供

　
し
た
指
定
施
設
支
援
に
つ
き
法
第
十
五
条
の
十
一
第
二

　
項
第
一
号
に
掲
げ
る
額
の
支
払
を
受
け
る
も
の
と
す

　
る
。
3
　
指
定
知
的
障
害
者
通
勤
寮
は
、
前
二
項
の
支
払
を
受

　
け
る
額
の
ほ
か
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
費
用
の
支
払
を

　
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
　
食
事
の
提
供
に
要
す
る
費
用
及
び
光
熱
水
責

　
二
　
日
用
品
費

　
三
　
被
服
費

　
四
　
そ
の
他
指
定
施
設
支
援
に
お
い
て
提
供
さ
れ
る
便

　
　
宜
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
、
日
常
生
活
に
お
い
て
も

　
　
通
常
必
要
と
な
る
も
の
に
係
る
費
用
で
あ
っ
て
、
そ

　
　
の
入
所
者
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
が
適
当
と
認
め
ら
れ

　
　
る
も
の

　
第
五
十
七
条
第
五
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四

項
中
「
前
三
項
」
を
「
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
」
に
改

め
、
「
又
は
そ
の
扶
養
義
務
者
」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第

五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

4
　
前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
別
に
厚

　
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

　
第
六
十
一
条
第
七
号
を
同
条
第
八
号
と
し
、
同
条
第
六

号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　
七
　
虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

　
第
六
十
二
条
中
「
第
十
七
条
」
を
「
第
十
六
条
の
二
」

に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
及
び
関
係
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
関
係
法
律
を
実
施
す
る

　
　
老
人
医
療
及
び
公
費
負
担
医
療
に
関
す
る
費
用
の
請
求
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
川
崎
　
二
郎

老
人
医
療
及
び
公
費
負
担
医
療
に
関
す
る
費
用
の
請
求
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省

老
人
医
療
及
び
公
費
負
担
医
療
に
関
す
る
費
用
の
請
求
に
関
す
る
省
令

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
昭
和
五
十
一
年
厚
生
省
令
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平成 年　　月分診療報酬請求書　（医科・歯科　入院・入院外併用）

別　記　殿 医療機関コード

保険医療機関の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所在地及び名称
ｺ記のとおり請求します。　平成　年　　月　　日　　　　　　開設者氏名　　　　　　　　　　印 入・外

療　養　の　給　付 食　事　療養
区　　　　　　　　分

診’　　日 ’1、 一R 回 票’．

70£　9　　　公　の
01医

単
害

職務上
02（船）

職務外
03　　　　　（日）

04　　　　（日特）

下分3月

以

31～34（共）
一般

06　　　　　（組
63・72～75　（退）

小　著

医　　70以上8　　　公　の
01

上
02（船）

職務外

　
　
1
£
　
　
ノ
害
単
　
　
七

下船3月
31～34（共）

一般
06　　　　　（組）

63・72～75　（退）
ノ、　言

医・ 人と公　の　用

01

職　上
02（船）

職　外

医
保
単
独
（
本
人
）

03　　　　　（日）

04　　　　日特
下船3月

31～34（共）
一般

06　　　　　（組）

07　　　　　（自）

63・72～75　（退）
ノ、　　ロ

医保　　と公　の　用

01　　　　　　　巫

02　　　　　（船）

03　　　　　（日）

医
保
単
独
（
家
族
）

04　　　　（日特）

31～34　　　（共）

06　　　　　（組
63・72～75　（退）

小　言

医保　3戚　　公　の
01

02　　　　　（船
03　　　　　（日）

医
保
単
独
（
三
歳
）

04　　　　（日特）

31～34　　　（共）

06　　　　　（組
63・72～75　（退）

ハ　吾

1　口　言

様
式
第

（

）

（
第
二
条
関
係
）

備考　この用紙は、日本工業規格A列4番とすること。



平成18年3月29目　水曜日 官 報 （号外第70号）

医療機関コード

入・外

療　養　の　給付 食　事　療養

区　　　　　　　分
件数 診療実日数 点　　数

一部負担金
i控除額） 件数 回数 金　　　額 標準負担額

老
人
老人9割と公費の併用

老人単独
魯
小計

　
ノ
老
人

老人8割と公費の併用
老人単独
害
小　言

口　言

公（ 12生保
養老 10（結核34）
と人

縺j
ﾛの

用

12（生保）

10（結核34）
●　　　，

公

用

12（生保）公
費
単
独

11｛ヌ35）
20（精神29）

3　　口

総　　1＋　＋ 請 円

備考　この用紙は、日本工業規格A列4番とすること。



平成18年3月29目　水曜日 官 報 （号外第70号）

○診療報酬明細書
　　　　（医科入院）

都道府医療機関コード

県番号

平成　　年　　月分　　＿

11箕塁：講難ll難

町
’人医

�求@　1
保険春

ｪ　号

1
・
，
割
合

】098
ｹ（　）

公費負

@者番
�@1
1 1 1［

’、

�
S
槌
’
療
の
エ
審
唇

l　I l　I 被保険者証・被保険者

闥｠等の記号・番号公費負

@者番
1 1 I　I

’、

M負挫
zの
ﾒ書

1［ l　I

づ　　籍神　　　　結核　　　　捌養　　　　複合　　　複療 特記事項

氏
　
　
名 1男　2女　1明　2大　3昭　4平　　　　　　　　生

保　険　医

ﾃ　機　関

ﾌ　所　在

n　及　び

ｼ　　　称
職務上の車山　1職務上　　2下船俵3月以内　3通勤災害

’

日

傷
病
名

（1）

i2｝

i3） ツ
日

（1）　　年　　　月　　　瞬

i2）　　年　　　月　　　日

i3）　　年　　　月　　　ロ

治ゆ　死亡　中止

@　1　1

@　1　1

@　1　1

ノ

日

日
，

日

11　初　　診 時閥外・休日・深夜　　　　回　　　　　　点 公費分点倣

13　医学管理

14　在　　宅

20
竃

2重出　　　服　　　　　　　　　　　単位

Q2屯　　　服　　　　　　　　　　　　単位

Q3外　　　用　　　　　　　　　　　　単位

Q4調　　　剤　　　　　　　　　　　　I1

Q6麻　　　青　　　　　　　　　　　　H

Q7調　　　墓

30

克
ﾋ

31皮ド筋肉内　　　　　　　　　　　　回

R2静脈内　　　　　　　　　回
R3そ　の　他　　　　　　　　　　　　回

40 　　　　　　　　　　　　　　　　　阿

戟@　　剤

　一　　　　一

黶@　　一

黶@　　　一

黶@　　一

黶@　　一

黶@　　　一

黶@　　一

黶@　　　一

50
閨g

　　　　　　　　　　　　　　　　同

ﾆ　　　　剤

l
I
I
I
l
I
l
I
l
I
l
l
I
l
l
l
l
l
I
1

60 　　　　　　　　　　　　　　　　口
�@　　　剤

70
S齢
ﾌ嘱

　　　　　　　　　　　　　　　　同

ﾄ　　　剤

～o

ﾌ 英　　　　剤

院年月日　　　　　　　　　年　　　月　　　日

病　　診90

�
@

90入院基本料●カ”算　　　　　　　　　　　　　　　　点

@　　　　　　X　　　　L岡

@　　　　　　x　　　　β問

@　　　　　　x　　　　日岡

@　　　　　　x　　　　日岡

@　　　　　　x　　　　l澗

92特定λ院料・その短
円 公　　　　　　　点

公費負一，数

97

H
事

基準

寶�v

H堂

円x

~x
~x　　　日

醸　・免　・猶　・　l　　n　・　3月超

保
険

請　　　求　　点 ※　決　　序　　点 　負　　金額

z　割1円）免除・支払猶予

食保
険

回 諭　　　求　円 ※　決　　　　円 （標準負担額）円

療
養
　
公
の
費
給
付

点 ※ 円，

@養

公
費
①

円 ※　　　　　　円 円

公
費
②

点 ※ 円 公
費
②

回 円※　　　　　　円 円

備考L
　　2，

この用紙は、日本工業規格A列4番とすること。

※印の欄は、記入しないこと。

様
式
第
二
（
一
）
（
第
二
条
関
係
）

様
式
第
二
（
一
）
か
ら
様
式
第
三
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



平成18年3月29日　水曜日 官 報 （号外第70号）

○診療蟹欝　　　　　翻医　一ド　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　年　　月分

1
医
科

1樹臥3老人

Q公費1腿職33

1単独

Q2併

2熱18高外94二外16”外0南外8

市町毛

1
I
I

I　　l
戟@　I
戟@　I

人医

�去ﾒ

@　’

1　　1

P　　1

P　　1

l　　l
戟@　I
戟@　l

保険古

n　号
I
I
I

l
1
1

何
割
合

10　9　8

V（　）

号

公費負

@者番 I
l
，

1　　1
P　　1
P　　1

公費負

@療の
t雷弓・

1　　1

P　　1

P　　1

l　　l
o　　，

C　　1 被保除者証・被保険者

闃B等の記号・番号公
担
号
祖考番 l
I
I

l　　I
h　　l
h　　l

公費負
@療の6者番号 1
1
1

1　　1
P　　1
P　　　1

特記事項
氏
　
　
名

1男　2女 1明　2人　3躍　　4平　　　　　　　生

保険医

ﾃ機関
ﾌ所在
n及び
ｼ　　称　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　床）蝋務上の事由　1職姥上　　2ド船後3月以内　3通勤災害

日

傷
病
名

｛1〕

P2）

i3）

｛1）　　年　　月　　日

i2）　　年　　月　　日

i3）　　年　　月　　口転
帰

　　『　　　　1
｡ゆ1死亡1中止
@　I　　　　I
@　l　　　　l
@　l　　　　l
@　I　　　　I
@　I　　　l
@　I　　　　I
@　I　　　　I
@　I　　　　I

日

公
費 1

1

日
公
費
② R

11　初　　診　　時間外・休日・深夜　　　　弼

12

ﾄ
診

再　　　　診　　　　　　　x　　　回

O来管瑳加算　　　　　　　x　　　回

栫@　聞　外　　　　　　　×　　　回

x　　　　日　　　　　　　X　　　回

[　　　　夜　　　　　　　x　　　回

公費分点数

黶@　　　一　　　　一

黶@　　　一　　　　一
13　医学管理

14

ﾝ
宅

往　　　　診　　　　　　　　　　　回

驕@　　　閉　　　　　　　　　　　回

[夜・聚急　　　　　　　　　　　回

ﾝ’宅患者訪悶診療　　　　　　　　　　　　回

ｻ　　の　　他

�@　　　剤

20

釜
m

　　　薬剤　　　　　　　　　　　　単位21内胆　　　胴剤　　　　　　　x　　　回

Q2屯凪　薬剤　　　　　　　　　　　単位

@　　　薬剤　　　　　　　　　　　半ノ立23外用　　　　餌剤　　　　　　　×　　　回

Q5処　　　方　　　　　　　X　　　回

Q6麻　　　壽　　　　　　　　　　　回

Q7調　　　甚

一　　　一

黶@　　一

黶@　　一

l
I
I
I
I
l
l
I
I
l
l
l
I
l
l
I
I
I
l
I
i
I

30

克
ﾋ

31皮ト筋肉内　　　　　　　　　　　　回

R2静　脈　内　　　　　　　　　　　回

R3そ　の　他　　　　　　　　　　　　岡

40
�

　　　　　　　　　　　　　　　　　回

�@　　剤
一　　　　一

50
闌
ｵ

　　　　　　　　　　　　　　　　　1司

�@　　　剤

60
沚
ｸ

　　　　　　　　　　　　　　　　　回

�@　　剤
一　　　一

70
e
復

　　　　　　　　　　　　　　　　　回

�@　　　剤
一　　　一

80
ｻ
の
他

処方せん　　　　　　　　　　　回

�@　　剤
訟　　　　求　　　　　点 ※　　　沃　　定　　　点 　一

^額　割1円漁除・支払塔予

点 嶽

」

点 ※　　　　　　　　　　　点 豪　　高領療養費　円寒公費負姐点激’ 渠公費猿担点救

備考1．
　　　2．

この用紙は、日本工業規格A列4番とすること。

※印の欄は、記入しないこと。

様
式
第
二
（
二
）

（
第
二
条
関
係
）



平成18年3月29目　水曜日 官 報 （号外第70号）

平成

保　険者

（別

年　月分

成　年

国民健康保険

　　　　　　　　記）

下記のとおり請求する。

　　月　　日

殿

診療報酬請求書（医科・歯科）

医療機関
コ　一　ド

保険医療機関の
所在地及び名称
開設者氏名 印

療養　の　給付 食事療養
件　　数 診　実日数 点　　　数 一部負担金 件　数 回　数 金　　　額 標準負担額

入　　　院 円 円 円

言
求 入　院　外

入　　　院
．・●

�
入　院　外

入　　　院
養
家 入　院　外

入　　　院
●●．

�
入　院　外

入　　　院言
求 入　院　外

一
般
被
保
険
者

入　　　院
●●．

�
入　院　外

入　　　院一般未

i満O　）
ﾎ

言
求 入　院　外
入　　　院

●●●

�
入　院　外

入　　　院退
職
（
本
人
）

言
求 入　院　外
入　　　院

‘・●

�
入　院　外 一

入　　　院退職以

i　上
ｵ　九

Z割
ﾎ）

口
求
入　院　外

入　　　院
●．●

�
入　院　外

入　　　院退職以

i上
ｵ　八

n割
ﾎ）

貧
家 入　院　外

入　　　院
●．，

�
入　院　外

入　　　院退職養

Q若
}）
}

ロ月

人　院　外

入　　　院，●

�
人　院　外

入　　　院退職未

i満O　）
ﾎ

両
求 入　院　外

入　　　院．●

�
入　院　外

注意　※印の欄は記入しないこと。

様
式
第
六
（
第
二
条
関
係
）

この用紙は、日本工業規格A列4番とすること。



平成18年3月29目　水曜日 官 報 （号外第70号）

医　“機関

コ　一　ド

老人保健

療養　の　給　付 食　事療養
件　数 診療実日数 点　　　数 一部負担金 件　数 回　数 金　　　額 標準負担額

入　　　院 円 円 円
請
求 入　院　外

老
人
九
割

入　　　院
●．●

�
入　院　外

入　　　院
貧
求 入　院　外

老
人
八
割

入　　　院
．●●

�
入　院　外

公費負担医療

療養　の　給　付 食　事療養

件　数 診療実日数 点　　　数 一部負担金 件　数 回　　数 金　　　額
標準負担額

i公費分）

入　　　院 円 円 円
言
求 入　院　外

入　　　院
…・

�
入　院　外

入　　　院
請
求 入　院　外

入　　　院
㎜・

�
入　院　外

備 考

件数 件数
※高額療養費 一般被保険者　　　　　　　金額

円
退職者

金額 円

注意　※印の欄は記入しないこと。

備考　この用紙は、日本工業規格A列4番とすること。



（号外第70号）報官水曜日平成18年3月29目
様
式
第
九
を
次
の
と
お
り
改
め
る
。

　
　
　
様
式
第
九
（
第
二
条
関
係
）

引　1社・匡13老人1単独1本人i7高入9　　　　1　　　　22併　3三入i
　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　2公費i4退職33併5家入i9直入8

医療機関コード都道府

県番号

月分

　
　
年

　
刷
虞

　
価
平

　
評
　
括
　
包
書
別
　
國
細
樵
明
駅
酬
濡
報
酬
療
一
診

8
9
0
1
　
　
　
　
つ
」

日

日

日

付
割
合

保
　
　
険

公
費
Φ

公
費

診
　
　
療
　
　
輿
　
　
日

円

一
1
1
1
－
I
I
1
1
2
－
I
I

帰

■
O
■
●
●
1
■
●
●

回
同
日
X
　
X
　
X
円
円
円

●
●
：
●
，
■
．
書
●
●
・

日
月

円
費

一

者
　
　
号
保
　
　
番

・
革
●
●
・
，
・
■
　
　
　
　
・
・
．
3
■
・
．
　
　
　
　
　
　
　
・
●
・
●
●
．
●
　
　
　
．
・
甲
：
■
●
富
●
■
・
：
●
一
■
●
一
　
　
　
■
●
O
＝
■
，
●
帰
●
●
一
●
1
●
1
●
●
●
　
　
　
　
●
●
●
雷
■
一
■
●

●
．
．
1
1
・
I
o
・
I
o
．
－
・
－
，
．
o
・
・
●
・
●
．
●
　
　
　
　
　
　
　
　
・
●
●
！
・
●
●
　
　
　
■
o
●
＝
●
：
●
●
■
　
　
　
●
，
■
＝
．
・
．
富
。
■
・
　
　
　
　
●
●
●
！
●
●
●
　
　
　
●
幽
，
＝
■
■
1
●
●
●
　
　
喜
十
●
●
一
1
＝
■
甲
■
　
　
　
　
・
・
●
－
●
＝
・
1
．

別
堂
特
賞

口

回

回

医
関
在
び
称
鹸
極
所
及
保
原
　
の
地
名

養
療
，
，
額
※

食
　
　
事

公
　
費

公
　
費

飼
括
評
価
部
分

出
　
　
高

食

事
　
　
　
療

養

年
成
平
日
月
回

円

円

．
．
●
●
・
・
．
1
■
●
●
　
．
，
■
富
●
1
■

●
●
O
レ
．
．
■
｝
O
＝
■
　
●

…
＝
■

項
事
記
特

名
病
修

名
病
傷
副

年
処
遇
今

・
O
・
・
■
O
一
一
・
・
O
・
　
O
＝
O
．
■

．
．
■
！
■
1
・

■
●
●
：
●
■
●

D
O
C
l
I

療
者
号
医
給
人
棄
老
の
番

憂
欝
受
の
療
訟
医

痩
駁

1
●
・
・

●
一
　
■
1
●
■
．

日
月
年
成
日

巌

崇

●
●
●
●
●
●
，
●
●
富

，
O
・
■

・
・
：
・
…
●
・

号
脅
類
分

平
月
竿
入
回

口

傷
病
情
報

入
退
院
精
綿

診
療
　
　
連
情
頼

村
　
　
号
町
市
　
　
番

番
1
篇
号

番
②
者
雀
担
号

名
病
傷
副

院
今

患
者
墓
石
情
報

公
　
費

公
　
費

氏
　
　
　
名

療
養
の
　
付

この用紙は、日本工業規格A列4番とすること
※印の欄は、記入しないこと。

備考1
　　　2

21

附
　
則

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
改
正
前
の
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、

当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。




